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新潟県内におけるフクジュソウ属（Adonis）の分布と保全のあり方について

久原泰雅

西川恒彦

新潟県立植物園　新潟県新潟市金津186番地

北海道教育大学旭川分校　北海道旭川市北門町9丁目

　フクジュソウは、春一番に咲くため元日草（がんじつそ

う〉とも呼ばれ、おめでたい花として古くから親しまれ

てきた身近な植物である。近年生育地が減少し、国内お

よび新潟県で絶滅危惧H類に指定（環境庁200ユ、新潟県

2003）されているが、県内の分布と生育状況の把握は十

分されてはいない。

　また、分類学的にはこれまで日本に自生するフクジュソ

ウ属の植物は1種のみとされてきたが、現在ではフクジ

ュソウ属に4種あると報告されている（Nishikawa＆Ito

2001）。これまで新潟県にフクジュソウが分布している

（野田1969、新潟日報1982、本間2002、新潟県植物目

録編集委員会2005）とされているので、各地に自生する

フクジュソウが4種のどの種にあたるのか検討する必要が

ある。

　本報告では県内の分布地の生育状況について全てを調査

するには至らなかったが、保全のあり方についても考慮す

べき点が得られたので、これまでの調査結果と合わせて報

告する。

　【日本に自生するフクジュソウ属の分類について】

現在最も利用されている「日本の野生植物」　（平凡

社1982）では国内に分布するフクジュソウ属はフクジ

ュソゥ（Adonis　amurensis）1種とされているが、以下の

ようにフクジュソウ（Adonis　ramosa）とミチノクフクジ

ュソウ（Adonis　mitltij70ra）、キタミフクジュソウ（Adonis

amurensis）およびシコクフクジュソウ（Adonis　shikoLruensis）

の4種とされた（Nishikawa＆Ito　2001）。

　上記の4種は、一本の茎に付く花の数やがく片の長さ等

で区別される（検索表）。この中で県内に分布する可能性

が高いものとして、北海道と本州に分布するフクジュソウ

と、本州と九州、朝鮮に分布するミチノクフクジュソウが

あげられる。この踵は形態的には、検索表に上げたがく

片の長さの他に、ミチノクフクジュソウはフクジュソウと

比べ、花期が4～5月と遅い、一本の茎に付く花の数が3

～8と多い、花弁の裏が赤褐色を帯びる、集合果が小さく

丸い、茎が中空である点で異なる。さらに、染色体数も異

なり、フクジュソウは2nニ32であるのに対し、ミチノ

クフクジュソウは2n＝16である。

国内に自生するフクジュソウ属4種の検索表（Nishikawa

＆Ito　2001）　（検索表）

　A．花は茎に1個。葉鞘からでる茎につく葉は対生で

　　　托葉をつけない。・…　　キタミフクジュソウ

　A．花は茎に1～数個。葉鞘からでる茎につく葉は対

　　　生で托葉をつけない。葉は対生または互生し、基

　　　部に托葉がある。

　　B．がくの長さが花弁の1／2～2／3・…　　ミチノク

　　　フクジュソウ

　　B．がくの長さが花弁と同じか少し短い

　　　C．葉裏にまれに軟毛があり、花托にも軟毛があ

　　　　　る・…　　フクジュソウ

　　　C．葉裏および花托は無毛・…　　シコクフクジ

　　　　　ユソウ

【調査方法と調査地】

　調査を2006年3月10日より4月30日まで、自生地5地

点で行った他、佐渡市については2005年に調査した（表

1）。生育地の詳細な表記は、個体数が減少した要因とし

て乱獲が考えられるため略称とした。

　生育状況については、現地にて群落の状況や個体数など

を調査した。また、加茂市と新潟市（旧巻町）の自生地は

消滅したとされるため、その群落から採集し、栽培されて

いる植物を用いた。開花初期の花が採集できたものは染色

体数も検討した。

【調査結果】

　群落内にがく片が花弁より少し短いもの、茎の上部が中

空であるものなどミチノクフクジュソウに似た特徴を持つ

個体も稀にみられたが、群落に生育する個体を複数観察

し、開花期や検索表による花の数等の外部形態と染色体数

から、5地点の植物をフクジュソウ（肋庸鰍o∫のと同

定した。さらに2005年に調査した佐渡の群落の植物は、

写真から得られた特徴からフクジュソウと同定した。　（表

1、写真1～4）。新潟市（旧巻町）由来とされる栽培個

体は、染色体数を調べた結果2n＝24の3倍体で、園芸品種

の由来であると推定された。

　5地点の自生地群落の開花個体数および未開花個体数

はともに阿賀町の群落が多く、ついで新潟市（旧小須戸

町）、佐渡市が続く。全ての群落は落葉樹林の林床にあ
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り、開花初期には十分な日射量がある。阿賀町および新潟

市（旧小須戸町）の群落は、高木の少ない沢沿いの急な傾

斜地にあり、5月以降は他の草本類に覆われると考えられ

る。佐渡市の群落は落葉樹に覆われる沢沿いの比較的なだ

らかな斜面にある。新潟市（旧岩室村）の群落は二次林の

急な傾斜地にある。山北町の群落は沢脇の平地にある比較

的小さな群落だが、今回の調査では周囲の傾斜地等の確認

が十分に行えなかったため、さらに別の群落が確認できる

可能性がある。

（表1）新潟県に自生するフクジュソウ属の生育場所と個体数

生　育　地＊
個　体　数

和　　　名 学　　　名 生育状況
開　花 未開花

染色体数

i2n）
同定に用いたもの

新潟市（旧岩室村） フクジュソウ 細b泌照控o∫4 自　生 6 10 32 写真、個体、染色体

新潟市（旧小須戸町） フクジュソウ ∠4do廊拓αη～05α 自　生 200 500 32 写真、個体、染色体

田　　上　　町 フクジュソウ ．440ηま∫π捌05α 自　生 2 10 32 写真、個体、染色体

阿　　賀　　町 フクジュソウ 滋40泌剛～05α 自　生 500 1ρ00 32 写真、個体、染色体

山　　北　　町 フクジュソウ ∠46b泌πz1ηo∫α 自．生 22 50 一 写真、個体

佐　　渡　　市 フクジュソウ ∠44bηε∫πz〃～o∫α 自　生 200 500 一 写真、標本

加　　茂　　市 フクジュソウ 編o廊猶αη～o∫σ 栽培 30 50 32 写真、個体、染色体

新潟市（旧巻町） フクジュソウ ノ440泌澱㎝05α 栽培 2 0 24 写真、個体、染色体

＊個体数が減少した要因として乱獲が考えられるため、詳細な生育地の表記は控えた。

【今後の調査と保全に関する課題】

　今回の調査では7地点でフクジュソウ1種のみが確認さ

れたが、隣接する福井県や長野県などではミチノクフクジ

ュソウも確認されている（山と渓谷社、2003）。新潟県で

もミチノクフクジ．ユソウが見つかる可能性も考えられるの

で、今後さらに広い範囲にわたる調査が必要であろう。

　新潟市（旧岩室村）、田上町、山北町の群落では確認で

きた個体数が非常に少なく、新潟市（旧巻町）、加茂市で

は絶滅したとされている。また、多数の個体を確認できた

阿賀町および新潟市（旧小須戸町）の群落は人が入れない

ような場所であることから、他の調査地での個体数の減少

の大きな要因として園芸用の採取が考えられる。今後生育

地が知られることにより乱獲され、個体数の減少が考えら

れるので、現在残されている自生地群落を適切な方法で保

全し、採集等を規制する必要がある。

　フクジュソウは本来里地にも見られ種子からもよく殖え

る植物であるため、他県では増殖して観光の目玉とする地

域もあるが、フクジュソウの開花初期では十分葉を伸ばし

ておらず、他種や園芸品と区別が難しく、自生地より採集

された植物とともに園芸品種も一緒に栽培されている可能

性もある。また今回新潟市（旧巻町）のフクジュソウで明

らかになったように、野生のものとされた個体が園芸品で

あった例や、園芸品種と解りながらフクジュソウとして植

えられている例もある（西川　未発表）。今回の調査結果

は、無秩序な植え戻しは、遺伝子の撹乱の恐れがあるだけ

でなく、生物多様性の破壊につながることの一端を示すも

のであろう。種と生育地の保全に対する知識の普及が急務

である。

種を同定し野生種と園芸品種を区別するためには、開花

初期の植物観察が必要なため、調査期間が限られ2006年

はわずかな群落でしか調査が出来なかった。今後とも継続

して調査を行う予定である。情報をお持ちの方は是非お寄

せいただきたい。

　最後に、新潟県に自生するフクジュソウに関する情報を

頂き生育状況の調査にご協力いただいた積雪地域植物研究

所所長の石澤進先生、小池忠一、石田文吾、高橋務、本間

新一、坪谷富男、建部ミサキ各氏、および文章構成等をお

願いした新潟県立植物園副園長の倉重祐二氏にこの場をお

借りしてお礼申し上げる。
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（写真2）佐渡市フクジュソウがく裏（2006年5月2日）

講騰

（写真4）阿賀町フクジュソウ群落（2006年4月27日）


